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1．はじめに 

温室効果ガスの排出が少なく純国産の再生可能エ

ネルギーである水力発電の増電が求められている．

その方法の１つとして長い予測時間を持ち複数の時

系列で予測を行うアンサンブル降雨予測をダム貯水

池運用に用い増電を図る検討が行われてきている 1)． 

本検討では，ダム貯水池運用に適用が期待される

15 日先までの予測が可能な長時間アンサンブル降雨

予測を対象に，その予測精度の特性について検討を

行った． 

2．検討方法 

対象とした流域は，大井川水系上流部に位置する

畑薙第一ダム流域とした（図－1）． 

 

対象事例は，表－1 に示す 2017 年から 2020 年ま

での 3 年間における降雨要因と事前降雨の回数が異

なる10事例とした．予測精度の対象とする総雨量は，

流入量のピーク時刻から約 3,5,7,10,13 日前を初期時

刻とし，ピーク後 2 日間を加えた期間の予測雨量を

累積し降順に並び替え，木谷らの検討 1)と同様に全

平均，1位から 51位の 8区分に分けてそれぞれの順

位平均値を抽出した．対象とする流域および事例に

ついて，表－2に示す仕様の長時間アンサンブル降雨

予測による流域平均雨量を作成し，各区分の総雨量

について予測と実績の比を総雨量比として求め精度

特性の分析を行った．  
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図－1 対象流域 

表－2 長時間アンサンブル降雨予測の仕様 

表－1 対象事例一覧 

種別
JWAアンサンブル降雨予測

（ECMWF アンサンブルのAI ダウンスケーリング）

空間解像度 5㎞メッシュ

時間解像度 1時間

要素 流域平均雨量

予測時間 1~360時間（15日先）

メンバ数 51メンバー

対象期間 2017年～2020年

対象流域 畑薙第一ダム上流域271km2（赤石ダム流域除く）

事例

No
降り始め 降り終わり

降雨時間

(h)

総雨量

(mm)
流入ピーク時

ピーク流入量

(m3/s)
降雨要因

事前降雨

回数
※

1 2017/10/21 10:00 2017/10/23 4:00 42 263 2017/10/23 4:00 774 台風＋前線 3

2 2018/7/4 7:00 2018/7/7 3:00 68 251 2018/7/6 4:00 478 前線 0

3 2018/9/4 4:00 2018/9/5 5:00 25 353 2018/9/5 3:00 543 台風 1

4 2018/9/29 6:00 2018/10/1 4:00 46 272 2018/10/1 1:00 1288 台風＋前線 2

5 2019/6/30 1:00 2019/6/30 19:00 18 77 2019/6/30 16:00 354 前線 1

6 2019/8/14 9:00 2019/8/16 12:00 51 225 2019/8/16 5:00 220 台風 0

7 2019/9/8 20:00 2019/9/9 4:00 8 16 2019/9/9 7:00 44 台風 1

8 2019/10/11 12:00 2019/10/12 20:00 32 282 2019/10/12 18:00 1241 台風＋前線 0

9 2020/7/5 22:00 2020/7/8 12:00 62 373 2020/7/7 0:00 614 低気圧 2

10 2020/7/24 15:00 2020/7/25 17:00 26 194 2020/7/25 7:00 265 前線 3

※事前降雨回数は,降り終わりから6時間以上無降水が継続するまでの範囲をひと雨の区切りとして流入ピーク時の約13日前に降った累計30㎜以上の降雨の回数をカウントした
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3．検討結果 

（1）平均区分と総雨量の関係 

表－3，図－2にピーク時の約 7日前から 9日間の

総雨量比を示す．総雨量比は，全平均（1 位～51 位

平均）では 100％より小さい過小予測が多く，1位に

近いほど過大予測，51位に近いほど過小予測が多い．

中上位（6 位～15 位平均）は，他の区分に比べて平

均値（事例 1~10 平均）が 100％に近く，10事例のう

ち 80～120％の範囲に収まる事例数が多いため精度

が高いことが分かった．  

（2）予測時期と総雨量の関係 

表－4，図－3に，上記の検討で予測精度の高かっ

た中上位（6 位～15 位平均）の総雨量比と予測時期

（3,5,7,10,13 日前）の関係を比較した結果を示す．予

測期間が短くなるほど，80～120％の範囲に収まる事

例数が多くなっており精度が良い．また，全予測期間

において総雨量の小さい降雨（事例 5,7）は総雨量比

が大きく精度が悪い．7 日前（9 日間累計）予測であ

ればこの範囲に事例の約半数が収まっており，予測

精度が高いことが分かった．降雨要因においては，台

風と前線による降雨（事例 1,4,8）は前線のみによる

降雨（事例 2,5,10）に比べに精度が高い傾向にある．  

4．まとめ  

本検討では，大井川流域を対象に長期アンサンブ

ル降雨予測を用いて過去の降雨事例における流域平

均雨量を求め精度特性の検討を行った．その結果，ア

ンサンブル降雨予測は期間内の総雨量で順位付けを

行い，中上位（6位～15位）の平均をとることで，流

入量ピーク時の約 7 日前から約半数の事例を 80～

120％の精度で予測可能であることが分かった．本検

討は，10 事例のみを対象としたものであり，より多

くの事例を蓄積し予測精度の分析を行いたいと考え

ている．  
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表－4 予測時期と総雨量比の比較 

表－3 平均区分と総雨量比の比較 
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図－2 平均区分と総雨量比の分布 
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図－3 予測時期と総雨量比の分布 

過小予測 過大予測 7日前　総雨量比＝予測/実績(%)

事例
実績総雨量

(mm)

全平均

(1~51位)

１位 上位平均

(1~5位)

中上位平均

(6~15位)

中位平均

(16~36位)

中下位平均

(37~46位)

下位平均

(47~51位)

５１位

1 263 65 150 131 91 60 38 24 20

2 251 12 60 39 16 8 5 4 3

3 353 33 83 69 48 31 15 11 8

4 272 60 123 109 87 57 35 23 16

5 77 128 222 195 157 127 98 70 62

6 225 76 238 194 116 63 33 19 16

7 16 124 341 290 173 103 71 52 44

8 282 67 162 118 92 65 42 27 20

9 373 53 103 88 68 52 37 28 24

10 194 30 77 60 40 27 18 14 10

平均(1~10) 231 65 156 129 89 59 39 27 22

7日前　総雨量比＝予測/実績(%) 中上位(6～15位)平均　総雨量比(%)

事例
実績総雨量

(mm)

3日前

(5日間)

5日前

(7日間)

7日前

(9日間)

10日前

(12日間)

13日前

(15日間)

1 263 108 103 91 80 59

2 251 83 51 16 24 50

3 353 96 84 48 46 52

4 272 93 98 87 71 70

5 77 117 117 157 155 166

6 225 103 59 116 112 158

7 16 432 206 173 223 170

8 282 143 128 92 40 45

9 373 98 78 68 59 75

10 194 47 28 40 60 64

平均(1~10) 231 132 95 89 87 91

II-65 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - II-65 -


